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I 金属錯体分子集合体の合成、構造、物性 

Synthetic, Crystallographic, and Solid State Studies of Novel Low-Dimensional Compounds 
Consisted from Metal Complexes 

 
満身 稔・小澤芳樹・鳥海幸四郎 

Mitsumi, M., Ozawa, Y., Toriumi, K. 
 

 金属錯体を構成単位とする低次元分子集合体は、中心金属の d電子に由来する強い電子格子相互作用、電子

相関、電荷揺らぎなどに関連した伝導性・磁性・誘電性、金属 - 配位子間の電子移動などに関連した光誘起

現象など、新しい物性の発現が期待され、さらにナノワイヤーなどの機能性分子素子としての発展も期待され

る。本研究では、金属 - 配位子間の分子軌道制御に基づいた錯体化学合成や電気化学的結晶化法など多様な

方法を用いて低次元金属錯体集合体の結晶作成を行い、放射光構造解析、電気伝導度・磁気・誘電率測定、分

光測定などにより、結晶構造 - 構造ダイナミクス - 固体物性の相関を明らかにすることを目指す。 

 

 

Ⅱ 放射光結晶構造解析と光励起構造解析への応用 

Synchrotron Radiation Crystallography and Its Application to the Study of 
Photo-Induced Structural Changes of Metal Complexes 

 

小澤芳樹・満身 稔・鳥海幸四郎 

Ozawa, Y., Mitsumi, M., Toriumi, K. 
 
 励起分子の立体構造に関する情報は、分子の反応性や物性を理解する上で極めて重要である。光励起分子の

X 線構造解析は、結晶中での光励起分子の濃度が非常に小さいためほとんど試みられなかったが、高輝度放射

光源(SPring-8)および低温真空 X 線カメラなどの利用により光励起構造解析に成功した。さらに、時分割多重

露光法などを導入して光励起構造解析の測定精度を向上し、種々の多核金属錯体について光励起構造解析を行

なっている。また、結晶相で起こる光誘起の発光現象や化学反応などを物質合成や結晶構造解析法などを駆使

して構造化学的に解明する研究も推進している。さらに、結晶表面・界面で起こる光誘起反応や物質輸送現象

の解明および薄膜単結晶の構造解析などを目的として、Ｘ線すれすれ入射法を用いた結晶表面層の精密Ｘ線構

造解析の実現を進めている。 
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Ⅲ 多核金属クラスター化合物の合成と構造 

Synthetic and Structural Studies for Multinuclear Metal-Oxide and -Sulfide Clusters 
 

小澤芳樹 

Ozawa, Y. 
 
 複数の遷移金属原子が、酸素あるいは硫黄原子により架橋されたクラスター化合物は、有機硫黄化合物にお

ける脱硫反応の触媒作用を持つ金属酸化物、硫化物のモデル化合物としてその構造、性質が注目されている。

有機金属基と Mo,W などの遷移金属原子を組み合わせて新しい酸化物、硫化物クラスター化合物を合成し、

小分子との反応性やその反応過程でのクラスターの構造変化を中間化合物の結晶構造解析により明らかにす

る。 
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